
平成 18 年度 CSI 委託事業（領域 2）優良事例一覧 

  

1．「リンクリゾルバを通じた機関資源へのアクセス（AIRway
エアウェイ

）」 

担当大学：北海道大学・筑波大学・千葉大学・名古屋大学・九州大学 

・リンクリゾルバを通じた機関リポジトリ内の雑誌論文へのナビゲートの仕組

みの開発 

・国内外の会議やD-Lib Magazine での論文掲載等による国内外へ活動の広報 

 

2．「XooNIps Library モジュールの開発」 

担当大学：慶應義塾大学 

・研究者向けとして開発されてきたコンテンツ管理システムであるXooNIps 

に，機関リポジトリの運営に必要な機能（モジュール）を付加、公開 

・埼玉大学，旭川医科大学，農林水産研究情報センターで導入 

 

3.「国内学協会等の著作権ポリシー共有・公開プロジェクト」 

担当大学：筑波大学、神戸大学、千葉大学 

・著作権ポリシー調査に基づく DB の構築・公開 

 

4.「学内各種データベースとのゆるやかな結合による統合検索」 

担当大学：九州大学 

・学内の学術情報をテキスト検索技術で統合的に利用 

 

5．「機関リポジトリの評価システム」 

担当大学：千葉大学・三重大学 

・機関リポジトリの評価指標の策定、アクセスカウント機能の開発 
 

6．「機関リポジトリコミュニティの活性化（DRF
ダーフ

）」 

担当大学：北海道大学・千葉大学・金沢大学 

・機関リポジトリ構築ワークショップ開催(2回) 

・情報交換、情報共有のためのWebサイトやメーリングリスト開設、運営 


